
10.30 数学科（新上） 

授業の成果と課題
１ 授業の実際

⑴ 板書

⑵ 生徒の学びの実際

①問題解決過程における個人解決後と交流活動後を比較した生徒の提出資料より抜粋 

○テープの枚数と時間の関係に着目し，水面が石を越えてから，テープ１枚につき９秒間掛ると決めて，

満水になる時間を推測していた。 

【個人解決後】           【交流活動後】 

 

 

 

                             

 

 

 

 

○計量から水槽の容積を求め，水槽の石のない部分の高さと時間との関係を分析していた。この生徒は関

数関係にある二つの数量を自分で決めきれない様子であった。 

【個人解決後】            【交流活動後】 

 

 

 

 

 

 

 

○時間と水面の高さの比例関係に着目し，比例式を利用して満水になる時間を推測していた。 

【個人解決後】            【交流活動後】 

 

 

 

 

 

 

 

○表を用いて二つの数量関係を見いだし，関数グラフ作成ソフトを用いて，点やグラフで変化の様子を表

していた。グラフを交流後に追加していた。 

【個人解決後】            【交流活動後】 

 

 

 

 

 

 



10.30 数学科（新上） 

②授業後に振り返りを行った生徒の記述より抜粋

○問題場面の動画から石の上からや，石までの時間を測って問題を解決することが楽しかったです。石の上から

を比例していると考えることで，解きやすくなることが分かりました。 

○比例の関係を使えば，水槽に水がいっぱいになるときの大体の予想ができて，面白かったです。比例の関係が

使えるものは他にもあるので使っていきたいです。 

○数量関係を式に表して解決することができました。グラフを使ったらより理解が深まりました。何を xとおく

か、何を yと置くかを自分で考えることにより，自分なりのやり方が見付かりました。 

○友達の意見を聞くことで自分の理解を深められることができました。また、表や式，グラフに表すことで答え

が求まりやすくなるということを知りました。これからの生活で使っていきたいです。 

○グラフを見ることで知りたいときの時間を推測することができてすごいなと思いました。 

○数量を見るときは一度全体を見て何らかの関係を発見していくことが大事なんだと思います。今回は 10 秒ご

とに水面の上昇を測って石が沈んだ後の増加量に法則を見付けることができたので解くことができました。班

での意見交換では，みんなの意見を聞いて頭の中を整理することで，グラフを使ってまとめるという案が浮か

びました。一旦自分の意見を口に出してみて筋道を考えてゴールを目指すことも問題解決には大事なのかなと

思いました。 

２ 成果（○）と課題（●）

⑴ 生徒自らが「事象の要素や条件に着目して，帰納的・類推的・演繹的に考えて，問題発見・解決する力」を

発揮して取り組めるものであったか。

○問題場面から解決につながる数量を読み取り，読み取った数量の関係から，比例関係にある部分を見いだして

解決していく生徒の姿が見られた。

○自己の解決方法について小集団で説明したり，全体で発表したりする際には，変化の様子を表や式，グラフを

用いて表現することができていた。

○問題場面として動画を用いたことで，個人のペースで映像を繰り返し確認することできていた。

●「問い」を考える場面で誘導的になりすぎた。生徒主体で問題を発見することについては十分といえない。大

まかに課題を示した上で、問題解決の進め方やゴールの設定は、生徒一人一人に委ねる方法を検討していく必

要がある。

●数量を自分で決められず，自己解決が困難な生徒への支援が必要である。解決方法が十分に見通せるまでは全

体で行ったり，フレームワークを取り入れたりするなどの学習形態を工夫していきたい。そして，どの程度生

徒に委ねるのが適切であるかについて検討していきたい。

●問題解決に時間を要したため，解決過程の振り返りや解決結果の検証をする時間を確保することができなかっ

た。問題解決から更なる問題の発見につなげられるよう学習展開を見直す必要がある。

⑵ 互いの問題解決の過程を交流させ，自己の解決過程の検証や解決方法の改善を行う場の設定は，メタ認知力

の向上につながるものであったか。

○小集団で各自の解決過程を交流させることで，問題を解決する方法の捉え方や考え方の違いに気付き，自分の

考えを見直したり改善したりすることにつながった。

○個人活動後と交流活動後の内容をロイロノート上に提出させることで，自分の考えの具体的な変容に気付かせ

ることにつなげることができた。

●個人で問題解決に取り組むことが全くできない生徒への支援を十分に行うことができなかった。そのため，個

人解決できていない生徒にとっては交流活動の場が解決できた生徒の説明を受ける場になってしまった。解決

の見通しや着目する数量について，個人解決の前に全体で共有しておく必要がある。また，個人解決の途中に

おいても積極的にモニタリングの機会を与えていく必要がある。

●解決結果についてモニタリングする場を充実させ，メタ認知を発揮させながら学びを更に深めていきたい。


